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〜第21回 サワガニ〜〜第21回 サワガニ〜
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　サワガニはエビ目、カニ下目、サワガニ科に分類される
日本固有種のカニで、本州から四国、九州の屋久島までの
淡水域で一生を過ごします。
　水がきれいな渓流や小川の上流から中流域に多く生息し、
春から秋に活動。冬は川のそばの岩陰などで冬眠します。
　味の美味しさから養殖までされるサワガニは、小さくて
さばくのが難しく、ほとんど丸ごと調理されます。から揚げ
は、カニの風味と香ばしさ、旨みを堪能することができます。
特に小さなものは、佃煮として食べられています。
　サワガニは、ジトマスという寄生虫
の宿主となっていることが多いので、
調理の際は必ず70度以上の高温で
しっかり火を通してから食べましょう。
　水のきれいな川にしか生息しない
カニなので、水質評価の指標になっ
ています。川にサワガニが住んでい
れば川の水はきれい、住んでいなければ汚れていると判断
されます。
　ところで、皆さんは民話「さるかに合戦」をご存じですか。
この話に登場するカニは、サワガニのようです。
設置時期　2012年５月
設置場所　喫茶クロ(中町)
寄 贈 者　谷下秀洋氏、喫茶クロ
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

　

水
木
し
げ
る
記
念
館(

本
町)

は
こ
の
た
び
、
大
規
模
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
９
日
か
ら
概
ね
１
年

間
休
館
し
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

再
オ
ー
プ
ン
は
２
０
２
４
年
４
月
の
予
定
。

２
０
２
４
年
春
に
オ
ー
プ
ン

２
０
２
４
年
春
に
オ
ー
プ
ン

水
木
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げ
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記
念
館 

再
整
備
へ

水
木
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げ
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念
館 

再
整
備
へ

水
木
し
げ
る
記
念
館 

再
整
備
へ

水
木
し
げ
る
記
念
館 

再
整
備
へ

　
現
在
の
記
念
館
は
２
０
０

３
年
３
月
８
日
、
水
木
し
げ

る
先
生
の
誕
生
日
に
オ
ー
プ

ン
。
ち
ょ
う
ど
20
周
年
と
な

る
２
０
２
３
年
３
月
８
日
、

水
木
し
げ
る
先
生
の
１
０
１

回
目
の
誕
生
日
を
最
後
に
休

館
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
入
館
者
の
累
計
は
、
４
３

０
万
人
超
で
す
。

　
新
た
な
記
念
館
は
、
現
記

念
館
よ
り
４
０
０
平
方
㍍
ほ

ど
増
床
さ
れ
、
温
度
や
湿
度

を
適
正
に
管
理
し
て
原
画
な

ど
の
展
示
を
可
能
と
す
る
ス

ペ
ー
ス
も
新
設
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
複
数
回
の
企
画
展
示

も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
新
記
念
館
は
、
水
木
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
民
間
企
業
が
管
理
・
運
営

す
る
こ
と
か
ら
、
妖
怪
や
水

木
し
げ
る
先
生
に
関
し
て
、

よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
展
示

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
本
物
の
原
稿
な
ど
が
持
つ

迫
力
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
記
念
館
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
魅
力
を
備
え
る

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
水
木
し
げ
る
生
誕
祭
の
開

催
さ
れ
る
３
月
５
日
㈰
か
ら

３
月
８
日
㈬
ま
で
の
間
、
同

記
念
館
へ
の
入
館
は
無
料
で

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
事

業
承
継
個
別
相
談
会
を
毎
月

１
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
、
秘
密
厳
守
。
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
３
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
３
月
16
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
田
原
明
夫
氏(

独独

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中

国
本
部 

中
小
企
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
中
小
企
業
診
断
士)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

現在地での建て替えとなる水木しげる記念館と鬼太郎ら　 Ⓒ水木プロ

す
。
見
納
め
と
な
る
現
在
の

記
念
館
を
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
す
。

　
境
港
の
大
恩
人
で
あ
る
水

木
し
げ
る
先
生
へ
の
感
謝
や

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
20
年

間
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
入
館
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
記
念
館

(

☎
42
―
２
１
７
１)

、
ま
た

は
境
港
市
観
光
振
興
課(

☎

47
―
１
０
６
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
め
っ
子
く
ら
ぶ(

小
倉

恵
子
代
表)

は
３
月
26
日
、

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
こ
の
世
で

い
ち
ば
ん
大
き
な
も
の
」
を

上
演
し
ま
す
。

　
同
く
ら
ぶ
の
誕
生
は
、
１

９
９
５
年
の
夏
、
境
港
市
内

の
小
学
校
４
年
生
の
少
年
が

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン

で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
し
た

い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
そ
れ
に
応
え
た
人
た
ち
が
、

大
人
と
子
ど
も
が
一
つ
に
な

っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。
音
楽
、

衣
装
、
大
道
具
、
小
道
具
な

ど
は
、
全
て
手
作
り
で
す
。

　
小
倉
代
表
は
「
12
年
ぶ
り

の
自
主
公
演
と
な
っ
た
今
回
、

こ
の
演
目
を
選
び
ま
し
た
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い

く
世
の
中
で
、
本
当
に
大
切

に
す
べ
き
も
の
は
何
か
、
私

た
ち
の
伝
え
た
い
こ
と
が
こ

の
作
品
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
見
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
26
日
㈰
　
▽
第

１
回
公
演
＝
午
後
１
時
▽
第

２
回
公
演
＝
午
後
３
時
30
分

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
市
民
ホ
ー
ル

入
場
料
　
▽
一
般
＝
１
０
０

０
円(

当
日
１
５
０
０
円)

▽
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

(

当
日
１
０
０
０
円)

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
境
港

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
境
港

商
工
会
議
所
、
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
詳
し
く
は
、
同
く
ら
ぶ
事

務
局(

伊
藤
真
帆
さ
ん
、
☎

24
―
２
７
２
６)

ま
で
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

３
月
16
日
開
催

ミュージカルを上演
ゆめっ子くらぶ

３月26日

ゆ
め
っ
子
く
ら
ぶ
が
以
前

に
上
演
し
た
作
品



「続けたい」と「始めたい」を  つなげる。
後継者がいないことなどを理由に「事業を譲り渡したい」とお考えの方と、創業や事業拡大等に向け
て「事業を譲り受けたい」とお考えの方をつなぐ、マッチングサービス「事業承継マッチング支援」を
提供しています。
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ち
ょ
っ
と拝 見

境
ひ
ま
わ
り
保
育
園
な
ど
運
営

山
陰
各
地
で
事
業
展
開

ＧＲＡＺＩＥ
（グラーチェ）

　

㈱
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｅ(

蓮
池
町
、
安
永
義
隆
社
長)

は
、
山
陰

各
地
で
カ
ー
ブ
ス
と
保
育
園
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

ち
ょ
っ
と
拝
見
は
、
同
社
の
保
育
園
を
中
心
と
す
る
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
２
０
０
８
年
に

会
社
を
設
立
し
、
安
来
市
、

鳥
取
市
、
松
江
市
で
、
女
性

専
用
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
・
カ
ー
ブ
ス
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
社
名
の
グ
ラ
ー
チ
ェ
は
、

イ
タ
リ
ア
語
の
「
グ
ラ
ッ
チ

ェ(

あ
り
が
と
う)

」
か
ら
連

想
し
た
造
語
。「
皆
様
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
を
企
業

理
念
に
、
前
進
し
て
来
ま
し

た
。

　
安
永
社
長
は
、
カ
ー
ブ
ス

で
働
く
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
声

を
聞
く
中
で
、
保
育
園
事
業

も
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

最
初
に
米
子
市
で
の
認
可
保

育
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
鳥
取

市
と
境
港
市
で
も
手
掛
け
、

現
在
、
三
つ
の
認
可
保
育
園

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、企
業
主
導
型
保
育
園「
境

ひ
ま
わ
り
保
育
園(

上
道

町)

」
も
展
開
中
で
す
。

　
境
ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
、

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
定
員

は
、
年
齢
別
に
そ
れ
ぞ
れ
10

人
ず
つ
で
す
。

　
園
内
の
庭
に
は
、
山
や
川

が
あ
り
、
季
節
を
感
じ
な
が

ら
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
畑
も
あ
り
、
子

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、
三
光
グ
ル
ー
プ

の
創
業
を
三
光
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
㈱(

昭
和
町)

の
三
輪
陽は

る

通み
ち

代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 18

地域と共に歩んでいく
頃

― 三光グループ ―

ど
も
た
ち
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
育
て
る
野
菜
を
決
め
、

収
穫
も
一
緒
に
行
い
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
カ
メ
ル
ー
ン
出

身
の
先
生
が
週
２
度
来
園
し
、

個
人
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
で
き
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
２
歳
児
以
上
の

子
ど
も
に
は
「
ス
マ
イ
ル
シ

ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
指
導
。

こ
れ
は
、
元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
・
杉
山
愛
さ
ん
の

母
で
あ
り
、
コ
ー
チ
で
も
あ

る
杉
山
芙ふ

紗さ

子こ

さ
ん
が
開
発

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
、
考
え
る
力
、

人
間
力
を
育
み
ま
す
。

　
同
園
の
荒
井
利
恵
園
長
は

「
明
る
く
、
暖
か
い
、
ひ
ま

わ
り
の
よ
う
な
元
気
な
笑
い

声
の
あ
ふ
れ
た
保
育
園
で
す
。

一
度
、
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
境
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
同
園(

☎

30
―
４
８
２
３)

ま
で
。

　
今
か
ら
50
年
前
の
１
９
７

２(

昭
和
47)

年
に
、
三
光
グ

ル
ー
プ
創
業
者
の
三
輪
博
美

は
、
勤
め
て
い
た
出
光
興
産

か
ら
独
立
し
て
、
石
油
基
地

管
理
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
タ
ン
カ
ー
船
で

運
ば
れ
て
き
た
石
油
を
岸
壁

近
く
の
石
油
タ
ン
ク
に
備
蓄

し
て
、
陸
送
で
石
油
ス
タ
ン

ド
や
工
場
な
ど
に
配
送
す
る

の
が
業
務
で
し
た
。
そ
の
後
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
も
展
開

し
、
小
売
り
業
へ
と
業
容
を

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
15
年
後
に

米
子
道
が
開
通
し
、
道
路
網

が
整
備
さ
れ
る
と
、
石
油
基

地
は
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
事
業
の
再
編
・

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
れ
を
機
に
一
念
発
起
し
、

廃
棄
物
処
分
業
に
新
規
参
入

し
ま
す
。
最
初
は
、
廃
油
の

処
理
か
ら
細
々
と
始
め
ま
し

た
が
、
業
界
団
体
の
主
催
す

る
先
進
地
視
察
で
ア
メ
リ
カ

を
訪
問
し
、
廃
棄
物
処
理
が

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
確
固
た
る
地
位
を

確
立
し
て
い
る
こ
と
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
帰
国
後
に
、
時
代

の
先
駆
け
と
し
て
産
業
廃
棄

物
の
焼
却
炉
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
鳥
取
県
第
1
号

の
産
業
廃
棄
物
専
焼
炉
で
す
。

期
待
と
希
望
に
満
ち
た
船
出

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は

す
ぐ
に
打
ち
砕
か
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
ま
だ
、
廃
棄
物
処

理
の
法
律
も
施
行
さ
れ
た
ば

か
り
で
あ
り
、
社
会
に
浸
透

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

ゴ
ミ
処
理
に
お
金
を
か
け
る

と
い
う
社
会
通
念
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
変
、
苦
し

い
時
代
が
何
年
も
続
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
国
策
に
従
っ
て

法
改
正
が
年
々
行
わ
れ
、
廃

棄
物
処
理
の
法
律
は
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
業
界
内
に
淘
汰
が
始

ま
り
、
残
っ
た
企
業
に
集
約

さ
れ
て
い
く
現
象
が
起
こ
り

始
め
、
取
扱
高
が
年
々
増
加

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
祖
業
で
あ
る

石
油
関
連
事
業
、
基
幹
事

業
の
環
境
事
業
の
ほ
か
、

環
境
調
査
、
地
質
浄
化
、

家
屋
解
体
、
障
が
い
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
新
た

な
展
開
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
の
理
念
は

「
人
類
の
永
続
と
繁
栄
と

幸
せ
を
願
い
創
造
的
に
行

動
し
、
地
域
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
企
業
で

あ
り
続
け
る
」
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の

共
生
を
は
か
り
、
地
域
と

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
談
）

同園で仕事中の荒井利恵園長

　
境
港
商
工
会
議
所
は
「
知

財
無
料
相
談
会
」
を
毎
月
１

回
、
第
２
水
曜
日
に
開
催
し

ま
す
。

　
最
近
、
社
名
や
商
品
名
な

ど
の
商
標
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
自

社
の
商
標
を
侵
害
さ
れ
て
い

る
場
合
や
、
長
年
使
っ
て
い

た
自
社
商
品
の
名
前
が
他
社

の
商
標
に
抵
触
し
て
い
る
場

合
な
ど
、
深
刻
な
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
、
知
的
財
産
権

に
つ
い
て
の
調
査
や
特
許
、

小
林
所
長
が
就
任

職
務
執
行
者
が
変
更

境
港
商
議
所
会
頭
指
名
議
員

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
米
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　
境
港
商
工
会
議
所
会
頭
指

名
議
員
の
う
ち
、
こ
の
た
び

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

米
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
の
職
務
執
行
者
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
２
０
２
５
年
10

月
31
日
ま
で
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り
で
す(

敬
称
略)

。

小
林
弘
和(

こ
ば
や
し
・
ひ

ろ
か
ず)

▽
事
業
所
＝
中
国

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
米
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

(

米
子
市
加
茂
町)

▽
役
職
＝

所
長
▽
変
更
年
月
日
＝
２
０

２
３
年
２
月
１
日
▽
前
任
者

＝
森
脇
照
夫(

前
・
所
長)

　境港商工会議所と鳥取県よろず支援拠点は
「経営個別相談会」を毎月1回、第２火曜日に開
催しています（無料、秘密厳守）。
　同相談会３月のあらましは、次の通りです。
日　時　３月14日㈫　午後１時～４時
場　所　境港商工会議所・相談室(境港市上道町)
相談員　鳥取県よろず支援拠点コーディネーター
　詳しくは、境港商工会議所相談課(☎4 4-
1 1 1 1 )まで。

３月14日 よ ろ ず
支援拠点経営相談会

商
標
、
意
匠
の
出
願
・
登
録

方
法
な
ど
、
様
々
な
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す

(

秘
密
厳
守)

。
相
談
料
は
無

料
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

開
催
日
　
▽
２
０
２
３
年
４

月
12
日
㈬
▽
同
５
月
10
日
㈬

▽
同
６
月
14
日
㈬
▽
同
７
月

12
日
㈬
▽
同
８
月
９
日
㈬
▽

同
９
月
13
日
㈬
▽
同
10
月
11

日
㈬
▽
同
11
月
８
日
㈬
▽
同

12
月
13
日
㈬
▽
２
０
２
４
年

１
月
10
日
㈬
▽
同
２
月
14
日

㈬
▽
同
３
月
13
日
㈬

時
間
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

予
約
制
　
前
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー
か

ら
派
遣)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
－
１
１

１
１)

へ
。

2023年度 知財無料相談会

毎月第２水曜日に開催
ー 境港商議所 ー

三
光
グ
ル
ー
プ
創
業

時
の
メ
ン
バ
ー
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

米
国
市
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
察

パ
ー
ト
⑩

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

　
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

商
談
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
視

察
な
ど
で
、
新
た
な
海
外

市
場
に
触
れ
る
た
め
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
米
国

市
場
は
、
日
本
に
と
っ
て

巨
大
市
場
で
す
。
し
か
も
、

例
え
ば
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

　

(

公
財)

鳥
取
県
産
業
振
興
機
構
・
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
海

外
展
開
の
実
例
な
ど
を
伝
え
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、

米
国
市
場
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
会
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

(

有
機)

製
品
の
浸
透
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
、
そ
の
ト
レ
ン

ド
が
欧
州
経
由
で
日
本
に
や

っ
て
く
る
流
れ
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
米
国
の
様
々
な

ト
レ
ン
ド
を
先
取
り
し
て
お

く
こ
と
も
重
要
な
戦
略
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
海

外
市
場
視
察
セ
ミ
ナ
ー
～
米

国
編
～
」
と
題
し
て
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
最
大
の
日
系
ス
ー

パ
ー
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ 

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
Ａ
」
か
ら
の
現
地
視
察
を

実
施
。
県
内
企
業
18
社
・
22

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
か
ら
は
「
卵
１
パ
ッ

ク
４
・
２
ド
ル(

約
５
６
７

円)

」「
白
イ
チ
ゴ(

淡
雪)

や
鳥
取
県
産
大
玉
21
世
紀
梨

が
50
ド
ル(

６
７
５
０
円)

」

な
ど
、
物
価
格
差
を
実
感
で

き
る
生
の
声
が
聞
か
れ
た
ほ

か
、「
日
本
産
の
冷
凍
水
産

加
工
品
も
人
気
が
あ
る
」「
き

の
こ
類
な
ど
、
ヘ
ル
シ
ー
志

向
の
商
品
も
人
気
が
高
い
」

と
い
っ
た
情
報
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
２
月
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
心

部
の
老
舗
日
系
ス
ー
パ
ー

「
Ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｇ
ｉ
ｒ
ｉ
」
な

ど
、
３
バ
イ
ヤ
ー
と
県
内
企

業
６
社
が
商
談
会
を
開
催

し
、
５
件
が
継
続
取
引
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
在
宅
勤
務

で
郊
外
に
移
住
す
る
人
が

増
加
し
、「
Ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｇ

ｉ
ｒ
ｉ
」
の
よ
う
な
特
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
中
心
部
の

店
舗
は
、
需
要
の
変
化
を

肌
で
感
じ
て
い
る
こ
と
も

興
味
深
い
情
報
の
一
つ
で

し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
米
国
市

場
を
見
据
え
た
規
制
動
向
、

市
場
・
ト
レ
ン
ド
調
査
や

販
路
拡
大
支
援
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ

ー(

☎
30
―
３
１
６
１)

ま
で
。

　
土
井
社
長
を
始
め
と
し
た

同
店
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
午
前

５
時
半
頃
か
ら
魚
市
場
の
競

り
に
参
加
。
水

揚
げ
さ
れ
た
魚

の
状
態
や
鮮
度

な
ど
を
見
て
厳

選
し
、
仕
入
れ

ま
す
。

　
仕
入
れ
た
魚

は
午
前
８
時
30

分
頃
に
は
店
頭

に
置
き
ま
す
。

今
が
旬
の
松
葉

ガ
ニ
や
甘
エ
ビ
、

モ
サ
エ
ビ
、
ヒ

ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、

剣
先
イ
カ
、
月つ

き

　

「
お
い
し
い
魚
を
皆
様
に
届
け
た
い
」
と
い
う
思
い
を
受

け
継
ぎ
、
創
業
か
ら
68
年
。
㈲
土
井
商
店(

昭
和
町
、
土
井

飛
鳥
社
長)

は
、
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
り
、

県
内
外
の
幅
広
い
年
代
の
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
今
回
、
４
代
目
と
な
る
土
井
社
長
に
同
店
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

おいしい魚を届け続けたい
― 土井商店 ―

体験レポート体験レポート 伝統受け継ぎ68年

日ひ

　か
い貝
な
ど
、
様
々
な
種
類
の

魚
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る

姿
は
圧
巻
で
す
。

　
同
店
は
鮮
魚
だ
け
で
な
く
、

調
理
済
み
の
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ

焼
き
や
焼
き
エ
ビ
な
ど
も
販

売
。
さ
ら
に
、
旬
の
時
期
に

合
わ
せ
、
マ
グ
ロ
の
串
焼
き

や
月
日
貝
の
バ
タ
ー
し
ょ
う

ゆ
焼
き
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

「
刺
身
や
焼
き
魚
な
ど
、
様

々
な
調
理
法
で
魚
を
堪
能
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
同
店
の

思
い
が
つ
ま
っ
た
商
品
を
提

供
し
て
い
る
の
で
す
。

　
中
で
も
注
目
し
て
ほ
し
い

の
は
、
同
店
名
物
の
「
日
本

海
色
々
ま
ぜ
こ
ぜ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」。

そ
の
日
の
仕
入
れ
に
よ
っ
て
、

毎
回
内
容
が
変
わ
る
た
め
、

旬
の
魚
や
な
か
な
か
見
る
こ

と
の
な
い
レ
ア
な
魚
が
入
っ

て
い
る
と
き
も
あ
る
そ
う
。

ど
ん
な
魚
が
入
っ
て
い
る
の

か
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で

楽
し
め
ま
す
。

　
土
井
社
長
は
「
今
後
も
皆

様
に
、
境
港
の
美
味
し
い
魚

を
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
は
モ

サ
エ
ビ
や
コ
ウ
イ
カ
が
旬
で

す
。
旬
の
魚
を
楽
し
み
に
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
同
店
は
、
３
月
ま
で
松
葉

ガ
ニ
の
袋
売
り
を
実
施
。
松

葉
ガ
ニ
が
２
杯
か
ら
５
杯
入

っ
て
お
り
、
５
０
０
０
円
か

ら
６
０
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す
。
手
ご
ろ
な
価
格
に
な

っ
た
松
葉
ガ
ニ
を
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
42

―
２
０
０
４)

ま
で
。

オンラインで米国現地の店舗を視察

　
町
の
魚
屋
さ
ん
と
し
て
、

地
元
境
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た

鮮
魚
を
提
供
し
て
い
る
遠
藤

商
店
。
店
頭
に
は
獲
れ
た
て
、

新
鮮
な
旬
の
魚
介
類
が
所
狭

し
と
並
び
ま
す
。

　
そ
の
新
鮮
な
魚
を
一
つ
ひ

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の

押
し
商
品
を
紹
介
す

る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
遠
藤
商
店(

上
道
町
、
遠
藤
稔

代
表)

の
「
地
元
鮮
魚
の
干
物
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

遠
藤
商
店

地
元
鮮
魚
の
干
物

と
つ
丁
寧
に
竿
で
干
し
、
天

日
と
自
然
の
風
に
あ
て
る
昔

な
が
ら
の
伝
統
製
法
で
作
る

干
物
は
、
店
主
イ
チ
オ
シ
の

一
品
。
乾
燥
機
を
使
わ
ず
、

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
水

分
を
落
と
し
な
が
ら
干
す
こ

と
で
、
魚
の
独
特
の
臭
み
も

抜
け
、
美
味
し
く
、
ふ
っ
く

ら
と
仕
上
が
り
ま
す
。

　
す
べ
て
手
作
業
で
作
っ
て

い
る
た
め
大
量
生
産
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
手

作
り
ゆ
え
に
、
お
客
様
の
好

み
に
合
わ
せ
た
干
物
を
作
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

贈
答
品
用
な
ど
で
各
種
取
り

合
わ
せ
の
干
物
セ
ッ
ト
に
も

対
応
し
て
い
る
の
で
、
お
好

き
な
干
物
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
各
種
カ
レ
イ
、
ノ
ド
グ
ロ
、

ア
ジ
、
イ
カ
等
々
、
多
種
多

様
な
魚
介
類
が
水
揚
げ
さ
れ

る
地
元
な
ら
で
は
の
新
鮮
な

旬
の
恵
み
を
、
日
々
の
食
卓

で
気
軽
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
同
店(

☎
57

―
４
６
１
８)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

店
頭
に
並
ぶ
魚
を
紹
介
す
る
土
井
飛
鳥
社
長

　
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
と
日
本
商
工
会
議
所

は
「
第
22
回
女
性
起
業
家
大

賞
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
同
大
賞
は
、
創
業
期
の
女

性
経
営
者
で
、
他
の
女
性
経

営
者
の
模
範
と
な
る
企
業
経

営
、
事
業
展
開
、
事
業
発
展

な
ど
に
実
績
を
挙
げ
て
い
る

人
を
表
彰
す
る
も
の
。

　
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門

(

創
業
か
ら
５
年
未
満)

と

グ
ロ
ー
ス
部
門(

創
業
か
ら

５
年
以
上
10
年
未
満)

が
あ

り
ま
す
。
応
募
期
限
は
、
４

月
14
日
㈮
で
す
。

　
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
が
、
各
地
の
商
工
会
議
所

女
性
会
の
推
薦
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
女
性
会(

境
港
商
工
会

議
所
内
・
☎
44
―
１
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ただいま候補者募集中

女性起業家大賞

境港商議所女性会

各種取り合わせた干物セット

3
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藤　 原  　　誠

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
、
㈱
大
新(

昭
和
町
、

山
本
一か

ず

徳の
り

社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
は
、
鮮
魚
仲
買
と

水
産
加
工
を
主
な
業
務
と

し
て
い
ま
す
。
加
工
品
は
、

生
協
や
業
務
用
の
取
引
が

中
心
で
す
。
看
板
商
品
の

「
と
れ
と
れ
い
わ
し
」
は
、

全
国
の
生
協
や
大
手
通
販

業
者
な
ど
で
、
購
入
が
可

能
。
近
隣
の
Ｈ
ｏ
ｋ
、
マ
ル

イ
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５
な
ど
で

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
漁
港
は
、
古
く
か
ら
い

わ
し
な
ど
の
水
揚
げ
が
日
本

有
数
の
漁
港
で
す
。
最
盛
期

に
は
、
1
日
に
数
百
か
ら
数

千
㌧
に
及
ぶ
マ
イ
ワ
シ
の
水

揚
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
新
鮮
な
い
わ
し

を
全
国
の
皆
様
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
で
「
と

れ
と
れ
い
わ
し
」
を
１
９
８

２(

昭
和
57)

年
に
開
発
。
同

商
品
は
、
境
港
で
水
揚
げ
さ

れ
た
マ
イ
ワ
シ
を
中
心
に
国

内
産
だ
け
を
使
っ
た
「
い
わ

し
の
た
た
き
身
」
で
す
。

　
い
わ
し
を
同
社
独
自
の
製

法
で
、
魚
肉
の
食
感
と
鮮
度

を
保
っ
た
ま
ま「
た
た
き
身
」

に
し
ま
し
た
。
調
味
料
、
添

加
物
な
ど
を
一
切
加
え
な
い

い
わ
し
１
０
０
㌫
の
商
品
で

す
。

　
ハ
ン
バ
ー
グ
や
つ
み
れ
汁
、

ド
ラ
イ
カ
レ
ー

や
春
巻
き
な
ど
が

簡
単
に
作
れ
る
た

め
、
肉
の
ミ
ン
チ

と
い
っ
た
感
覚
で

青
魚
の
栄
養
を
丸

ご
と
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
当
初
は
、
生
協
向
け
に
作

り
始
め
、
爆
発
的
な
人
気
を

得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
量
販

店
向
け
や
業
務
用
へ
と
展
開

し
、
現
在
も
幅
広
く
愛
さ
れ
、

40
年
以
上
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

商
品
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ

て
同
社
は「
と
れ
と
れ
あ
じ
」

も
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
宮
本
隆た

か

　し史
常
務
は

「
と
れ
と
れ
い
わ
し
は
、

青
魚
を
手
軽
に
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
皆
様

の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
５
６
８
８)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港発商品

発見

大 

新

と
れ
と
れ
い
わ
し

▽
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進

―
の
３
項
目
。

　
具
体
的
に
は
ま
ず
、「
脱
炭

素
推
進
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
。

地
域
や
取
引
先
企
業
の
脱
炭

素
支
援
を
行
い
、
そ
の
た
め

の
先
端
情
報
の
収
集
や
調
査

研
究
に
よ
る
知
見
の
蓄
積
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
の
常
議

員
で
㈱
福
栄
会
長
の
岩
田
慎

介
氏
は
、(

一
社)

大
日
本
水

産
会
の
水
産
功
労
者
表
彰
を

受
賞
。
昨
年
11
月
22
日
に
石

垣
記
念
ホ
ー
ル(

東
京)

で

表
彰
式
が
あ
り
、
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
に
拝
謁
し
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

　
大
日
本
水
産
会
は
１
８
９

０(

明
治
23)

年
以
来
、
水
産

業
の
振
興
と
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
皆
さ
ん
を
水
産
功
労

者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
全
国
の
都
道
府

県
知
事
に
推
薦
さ
れ
た
候
補

者
を
主
体
に
36
人
の
表
彰
者

を
決
定
。
鳥
取
県
で
表
彰
さ

れ
た
人
は
、
岩
田
氏
の
み
で

し
た
。

　
岩
田
氏
は
、
か
に
か
ご
漁

業
、
い
か
釣
り
漁
業
を
経
営

す
る
傍
ら
、
関
係
団
体
の
要

職
を
歴
任
し
、
全
国
有
数
の

漁
港
で
あ
る
境
漁
港
へ
安
定

的
に
水
産
物
を
供
給
し
、
地

元
水
産
業
界
の
振
興
・
発
展

に
貢
献
。

　
さ
ら
に
、
日
本
海
の
北
部

暫
定
水
域
で
操
業
す
る
日
韓

漁
業
者
に
よ
る
交
渉
に
日
本

側
の
団
長
と
し
て
参
加
し
、

こ
の
水
域
で
の
資
源
保
護
や

両
国
漁
業
者
間
の
操
業
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
、
操
業
秩

序
の
確
立
な
ど
に
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
こ

う
し
た
努
力
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
岩
田
氏
は
「
こ
の
受
賞
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
仕
事
が
で
き
た
お
か
げ
で

あ
る
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
取
引
先
企
業
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
支
援
も
様
々
な
形
で

実
行
。
特
に
、
企
業
が
自
治

体
の
地
方
創
生
事
業
に
寄
附

す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

で
、
取
引
先
企
業
に
多
数
の

県
内
自
治
体
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、(

独
法)

国
際
協

力
機
構(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

の
「
中

小
企
業
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
事
業
」
へ
の
参
加
も

支
援
。
企
業
の
海
外
展
開
と

途
上
国
の
開
発
促
進
に
向
け

た
調
査
・
研
究
を
す
る
事
業

で
、
境
港
市
内
の
企
業
も
ベ

ト
ナ
ム
の
水
産
加
工
に
貢
献

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
研

究
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
特
徴
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
鳥
取
県
と

共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
と

っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
主
体
と
な
っ
て
取
組
む
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
活
動
や
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
達
成
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

とっとりＳＤＧｓアワード２０２２で発表する
小学生の皆さん＝米子コンベンションセンター

表
彰
・
情
報
発
信
す
る
も
の

で
す
。

　
高
瀬
支
店
長
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ゴ
ー
ル
達
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
お
取
引
先
企
業

と
共
に
、
ど
ん
ど
ん
進
め
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
行
境
港
支

店(

☎
44
―
２
６
３
１)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

と
れ
と
れ
い
わ
し
を
手
に
す
る
宮
本
隆
史
常
務

協会けんぽ鳥取支部加入者の皆さまへ

2023年3月分（4月納付分）からの
協会けんぽの保険料率について

お知らせします

健康保険料率2023年2月分
（3月納付分）まで

9.94%

鳥取支部の健康保険料率は変更となります。
介護保険料率（全国一律）も変更となります。
皆さまのご理解をお願いします。
※40歳から64歳までの人（介護保険第2号被保険者）
　は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が3月1日分から変更後の
　保険料率が適用されます。

【問い合わせ先】
協会けんぽ鳥取支部 企画総務グループ

☎0857-25-0051

2023年3月分
（4月納付分）から

9.82%
介護保険料率2023年2月分

（3月納付分）まで

1.64%

2023年3月分
（4月納付分）から

1.82%岩
田
慎
介
氏
が
受
賞

大
日
本
水
産
会 

水
産
功
労
者
表
彰

― 鳥取銀行境港支店 ―

ＳＤＧｓ境港企業の取り組み シリーズ⑲

地域社会の持続的発展を支援
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
境
港
市
内
の

企
業
が
登
場
。
今
回
は
、
㈱
鳥
取
銀
行
境
港
支
店(

明
治
町
、

高
瀬
裕ひ

ろ

章あ
き

支
店
長)

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
鳥
取
銀
行
は
、
経
営
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
健
全
経
営
」
に

基
づ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
向
け
、
地
域
社
会
の
持
続

的
な
発
展
と
課
題
解
決
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
同
行
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含

め
た
諸
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
２
０
２
２
年

４
月
に
頭
取
を
委

員
長
と
す
る
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

委
員
会
」
を
設
置
。

同
委
員
会
を
先
頭

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
て

の
目
標
で
あ
る
17

ゴ
ー
ル
の
達
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
重
点
的
な
取
り

組
み
は
▽
地
域
社

会
の
持
続
的
発
展

▽
環
境
へ
の
配
慮

4
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特別審査員を務める弘兼憲史氏

妖
怪
川
柳 

２
７
３
５
句
集
ま
る

選
考
結
果
は
３
月
中
旬
に
発
表

　(

一
社)
境
港
観
光
協
会

は
、
昨
年
12
月
1
日
か
ら
今

年
1
月
31
日
ま
で
、
第
17
回

妖
怪
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
。
２
７
３
５
句
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
は
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
全
都

道
府
県
か
ら
あ
り
、
併
せ
て

フ
ラ
ン
ス
と
ギ
リ
シ
ャ
か
ら

も
届
き
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
の
応
募
作
品
は

２
４
５
７
句
で
、
中
学
生
以

下
の
部
が
２
７
８
句
で
し
た
。

作
品
の
傾
向
と
し
て
は
、
今

回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
の
句
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
前
回
と
は
違
い
、
収

束
を
期
待
す
る
内
容
が
多
か

　
３
年
ぶ
り
の
実
施
、
そ
し

て
水
木
し
げ
る
先
生
の
生
誕

１
０
０
周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
合
格
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　
私
が
妖
怪
に
興
味
を
持
ち

始
め
た
の
は
、幼
少
期
に「
き

ん
い
ろ
の
き
つ
ね
」
と
い
う

絵
本
を
手
に
取
っ
て
か
ら
で

し
た
。

　
こ
の
本
は
、
イ
ン
ド
や
中

国
の
王
、
さ
ら
に
は
日
本
の

鳥
羽
上
皇
に
近
づ
き
国
を
滅

ぼ
そ
う
と
し
た
「
白
面
金
毛

九
尾
の
狐
」
と
、
そ
の
狐
が

正
体
を
見
破
ら
れ
、
栃
木
県

那
須
野
が
原
で
退
治
さ
れ
た

後
に
変
化
し
た
「
殺せ

っ
し
ょ
う
せ
き

生
石
」

伝
説
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も

の
で
す
。

　「
殺
生
石
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
３
月
に
割
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
や
、
近
く
で
猪
が

８
頭
死
ん
で
い
た
こ
と
が
ニ

ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
た
皆
さ
ん
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
私
は
栃
木
県
出
身
な
の
で

す
が
、
地
元
に
残
る
こ
の
壮

大
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
魅
了
さ

れ
、
さ
ら
に
追
究
し
て
い
き

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
妖
怪
と
い
う

も
の
の
存
在
に
も
引
き
付
け

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
妖
怪
に
関
す

る
書
籍
を
読
み
漁
り
、
大
学

の
卒
業
論
文
で
は
殺
生
石
伝

説
を
取
り
上
げ
、
全
国
の
妖

怪
に
関
す
る
土
地
や
神
社
仏

閣
を
探
訪
し
た
り
、
水
木
し

げ
る
先
生
の
作
品
に
触
れ
た

り
す
る
中
で
妖

怪
検
定
と
出
会

い
ま
し
た
。

　「
好
き
を
極

め
て
博
士
を
目

指
す
」。
こ
の

検
定
は
、
こ
れ

ま
で
培
っ
た
妖

怪
に
関
す
る
知
識
や
経
験
、

「
好
き
」
と
い
う
想お

も

い
を
発

揮
で
き
る
最
適
な
場
所
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
境
港
市
は
「
妖
怪
文
化
伝

承
事
業
」
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
微
力
な
が

ら
妖
怪
文
化
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
は
そ
の
文
化
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
境
港
市
の
魅
力
に

つ
い
て
も
伝
え
広
め
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
境
港
妖
怪
検
定
で
上
級
に
合
格
し

た
竹
澤
公
健
さ
ん(

東
京
都
在
住)

に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

境港妖怪検定

九尾の狐に魅せられて
上級合格者  竹澤公健さん

合格者の声… 29

とも たけ

っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
昨
年
11
月
か

ら
12
月
ま
で
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ

ー
ル
大
会
に
関
連
し
た
川
柳

も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
特
別
審
査
員
の
漫

画
家
・
弘
兼
憲
史
さ
ん
な
ど

の
選
考
委
員
が
行
い
、
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
す
。
入
賞

作
品
の
結
果
発
表
は
３
月
中

旬
に
同
観
光
協
会
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
境
港
観
光
ガ

イ
ド
」
で
検
索)

な
ど
で
行
う

予
定
で
す
。
発
表
ま
で
楽
し

み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
妖
怪
川
柳
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
同
観
光
協
会(

☎
47

―
３
８
８
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
は
、
賃
金
ア
ッ
プ

を
目
指
す
県
内
事
業
者
の
前

向
き
な
取
り
組
み
を
応
援
す

る
た
め
「
賃
金
ア
ッ
プ
環
境殺生石＝2022年１月撮影

整
備
応
援
補
助
金
」
の
２
次

募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
１
次
募
集
で
は
間
に
合
わ

な
か
っ
た
事
業
者
も
、
こ
の

補
助
金
を
活
用
し
て
、
今
こ

そ
雇
用
の
定
着
や
人
手
・
人

材
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
同
補
助
金
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

補
助
対
象
事
業
　
最
低
賃
金

引
き
上
げ
計
画
を
策
定
の
上
、

生
産
性
向
上
、
労
働
能
率
増

進
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
所
定
の
人
数
の
賃
金
ア

ッ
プ
を
実
現
し
た
場
合
、
設

備
投
資
な
ど
の
事
業
に
必
要

と
な
っ
た
費
用
を
補
助(

賃

上
げ
は
交
付
申
請
後
に
行
う

も
の
が
対
象)

補
助
金
額(

賃
金
を
引
上
げ

る
労
働
者
数
に
応
じ
て
補

助)

　
▽
50
円
以
上
引
き
上

げ
る
場
合
＝
最
大
２
０
０
万

円
▽
１
０
０
円
以
上
引
上
げ

る
場
合
＝
最
大
３
０
０
万
円 

補
助
率
　
３
分
の
２

補
助
対
象
者
　
県
内
に
事
業

所
を
有
し
、
法
人
設
立
後
１

年
を
経
過
し
て
い
る
中
小
事

業
者(

個
人
事
業
主
や
社
会

福
祉
法
人
な
ど
も
対
象)

で
、

事
業
場
内
の
最
低
賃
金
が
８

８
５
円
以
上
１
０
０
０
円
未

満
で
あ
る
こ
と
。
併
せ
て
、

申
請
す
る
事
業
場
に
所
属
す

る
労
働
者
数
が
１
０
０
人
以

下
で
あ
る
こ
と 

申
請
期
限
　
２
０
２
３
年
３

月
31
日
㈮

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
県
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
と
り
ネ

ッ
ト
」
で
検
索)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
問
い
合
わ

せ
は
、
県
雇
用
政
策
課(

☎

０
８
５
７
―
26
―
７
８
９

０)

へ
。

賃
金
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
支
援

補
助
金
２
次
募
集 

３
月
31
日
ま
で

専門家を派遣
　境港商工会議所は、無
料で市内事業者に専門家
を派遣。様々な経営課題
に対して、解決の第一歩
を支援します。
　詳しくは、境港商工会
議所相談課(☎44-1111)
まで｡

　
河
原
局
長
は
１
９
８
５

年
、
旧
郵
政
省
に
入
省
し
、

郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
窓
口

業
務
に
従
事
。
広
島
県
、
岡

山
県
な
ど
、
山
陽
地
方
を
中

心
に
各
地
を
転
任
し
た
後
の

同
郵
便
局
着
任
で
し
た
。

　
山
陰
地
方
で
の
勤
務
は

初
め
て
の
経
験
と
の
こ
と
で

「
境
港
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
て
い
て
、
市
内
で
ほ
と

ん
ど
の
も
の
が
揃
い
ま
す
。

食
べ
物
も
お
い
し
く
、
と
て

も
住
み
や
す
い
街
で
お
ど
ろ

き
ま
し
た
」
と
河
原
局
長
。

　
３
月
の
時
期
は
、
受
験
票

を
始
め
と
し
た
入
試
関
係
の

書
類
や
、
就
職
・
転
勤
に
伴

う
荷
物
の
預
か
り
な
ど
、
人

　
「
会
員
の
今
」
は
、
境

港
商
工
会
議
所
会
員
の
動

向
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
今
回
は
、
昨
年
４
月

に
河
原
裕
幸
局
長
が
着
任

し
た
日
本
郵
便
㈱
境
港
郵

便
局(

上
道
町)

を
紹
介
し

ま
す
。

の
人
生
を
左
右
す
る
も
の
が

多
く
、
河
原
局
長
は
「
人
生

の
一
部
の
担
い
手
と
し
て
仕

事
を
す
る
と
い
う
、
非
常
に

大
き
な
責
任
を
感
じ
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
ま
た
、
正
月
の
し
め
縄
を

始
め
、
節
分
や
バ
レ
ン
タ
イ

ン
な
ど
、
季
節
に
合
わ
せ

た
商
品
の
物
販
や
不
動
産

も
含
め
、
幅
広
い
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
の

名
産
品
を
販
売
す
る
頒
布

会
も
あ
り
、「
魅
力
あ
る

商
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
」と
Ｐ
Ｒ
。

　
さ
ら
に
「
保
険
も
損
害

保
険
、
ガ
ン
保
険
、
自
動

車
保
険
と
幅
広
く
手
掛
け

て
い
ま
す
。
お
困
り
の
時

は
窓
口
の
社
員
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
郵
便
局

(

☎
０
５
７
０
―
９
４
３

―
７
１
２)

ま
で
。

キャッチコピーと河原裕幸局長

新局長就任から約１年
ー 境港郵便局 ー

会員の今 62境　港
商議所

5



石炭価格 円/㎏ (オーストラリア) 天然ガス価格 円/100万BTU (日本)エネルギーのことを考えよう!

【中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部】　　　　　事務局：境港商工会議所  相談課内（☎44-1111）

2022年3月に政府から初めて「電力需給ひっ迫警報」が発令されました。この警報は電力供給の予備率
※1が3%以下の見込みになった場合、経済産業省資源エネルギー庁が発令するものです。
※1:電力需要のピーク時に、供給の余裕がどのくらいあるかあらわす数値。
電気というエネルギーは貯めることができません。品質を安定させるためには、需要量に対して供給量を
【同時同量】に保ちつづける必要があります。昼夜問わず安定的に発電できる電源割合【原子力・石炭・天
然ガス】は東日本大震災前の2010年から2021年の間に【原子力25％→7％・石炭28％→31％・天然
ガス29％→34％】バランスが不安定になっています。
また、ロシアのウクライナ侵攻により、国際的な燃料価格が引き続き高い水準で推移していることから、
石炭・天然ガスによる発電コストが上昇しています。
今後、日本ではエネルギー自給率を高めて国際的な燃料価格の動向に左右されにくい電源構成としてい
くとともに、原子力発電の再稼働、再エネコストの低減などにより安価かつ安定的に電力を供給していく
ことがカギとなっていきます。

電力需給ひっ迫と安定供給について

出典：日本原子力文化財団HP、2021原子力総合パンフレット
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企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康や長
時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

３月の相談日

３月２日㈭ 　　　午後 産業医

３月９日㈭ 午前・午後 産業医

３月13日㈪ 午前　　　　　　　

　〃　 　　　午後 産業医

３月16日㈭ 　　　午後 産業医

産業医
(精神科医)

　
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

(

事
務
局
＝(

一
社)
境
港
観

光
協
会)

は
、
境
台
場
公
園

桜
ま
つ
り
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
期
間
は
、
３
月

31
日
か
ら
４
月
９
日
ま
で
の

10
日
間
で
す
。

　
同
公
園
は
桜
の
名
所
と
し

て
有
名
で
、
毎
年
桜
の
咲
く

時
期
に
桜
ま
つ
り
を
開
催
。

恒
例
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
２
０
２
０
年
か
ら
２

０
２
２
年
ま
で
の
３
年
間
は
、

中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
と
し
は
、
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
た
上
で
開
催
。
期

間
中
は
、
会
場
内
に
ぼ
ん
ぼ

り
を
設
置
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

　
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
。
決
ま
り
次

第
、
同
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

「
境
港
観
光
ガ
イ
ド
」

４
年
振
り
に
復
活

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

開
催
期
間
は
３
月
31
日
か
ら
４
月
９
日
ま
で

で
検
索)

な
ど
で
随
時
、
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
同
桜
ま
つ
り
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

期
間
　
３
月
31
日
㈮
～
４
月

９
日
㈰
※
桜
の
開
花
状
況
で

変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す

会
場
　
境
台
場
公
園(

境
港

市
花
町)

内
容
　
▽
桜
の
木
約
２
４
０

本
▽
ぼ
ん
ぼ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
＝
午
後
６
時
～
９
時(

例

年
は
午
後
10
時
ま
で
で
し
た

が
、
１
時
間
短
く
終
了
し
ま

す)

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
な
ど
で
、
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
同
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
事
務

局(

☎︎
47
―
３
８
８
０)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

240本の桜が咲き誇る境台場公園

　
日
本
商
工
会
議
所
は
「
日

商
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
検
定
」
を

こ
の
ほ
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

来
年
度
か
ら
新
た
な
形
式
と

内
容
で
施
行
し
ま
す
。

　
従
来
の
「
日
商
ビ
ジ
ネ
ス

英
語
検
定
」
は
、
主
に
貿
易

書
類
や
英
文
レ
タ
ー
な
ど
の

定
型
に
沿
っ
て
「
書
く
力
」

を
重
視
し
て
き
ま
し
た
が
、

ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
「
即
答

力
」
を
重
視
し
た
試
験
と
し
、

新
た
に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
と
リ

日商ビジネス英語検定

新たな形式と内容で施行
スピーキング
リスニング 問題を導入

ス
ニ
ン
グ
の
問
題
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
験
者
の
英
語
力

や
そ
の
伸
長
度
を
把
握
し
や

す
く
す
る
た
め
、
級
別
に
合

否
を
判
定
す
る
方
式
か
ら
、

得
点
で
レ
ベ
ル
判
定
を
す
る

方
式
に
移
行
。
加
え
て
、
自

宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
で
受
験

で
き
る
Ｉ
Ｂ
Ｔ(Internet 

Based Testing)

方
式
を
採

用
し
ま
す
。

　
本
試
験
の
内
容
を
体
感
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、
３
月

に
「
公
開
プ
レ
テ
ス
ト(

無

料
）」を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所

検
定
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
日

商
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
検
定(

「
日

商
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
検
定
」
で

検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
境
港
商
工

会
議
所
検
定
係(

☎︎
44
―
１

１
１
１)

ま
で
。

　
春
は
進
級
や
進
学
に
伴
う

生
活
環
境
の
変
化
で
、
子
ど

も
た
ち
が
夜
遅
く
ま
で
出
歩

い
た
り
、
喫
煙
や
飲
酒
し
た

り
す
る
な
ど
、
非
行
の
兆
し

が
出
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
こ
の
時
期
は
、
携
帯

電
話
を
初
め
て
手
に
す
る
子

ど
も
た
ち
が
増
え
、
既
に
利

用
し
て
い
る
場
合
を
含
め
、

使
い
方
を
誤
る
と
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
犯
罪

の
被
害
者
や
加
害
者
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

　
カ
メ
ラ
＆
ス
タ
ジ
オ
八
田

(

上
道
町)

の
八
田
玲
子
代

表
とm

マ

メ

ハ

チ

am
eH

Achi(

同)

の

八
田
慎
也
代
表
は
、
昨
年
秋

に
約
1
カ
月
間
、
ネ
パ
ー
ル

を
訪
問
。
こ
の
た
び
、
そ
の

報
告
を
兼
ね
た
写
真
展
と
イ

ベ
ン
ト
「Pure N

epal

～
春

の
祝
祭
～
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

写
真
展
　
レ
ン
ズ
を
通
し
て

見
た
ネ
パ
ー
ル
の
写
真
展

「
出
会
い
・
繋つ

な

が
り
」

日
時
　
▽
３
月
18
日
㈯
　
午

前
10
時
～
午
後
８
時
▽
19
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

イ
ベ
ン
ト 

（
～
ネ
パ
ー
ル
大

地
の
恵
み
～
）　
18
日
㈯
▽

珈
琲
屋
日
々
／
珈
琲
▽
葉
月

／
米
粉
の
焼
菓
子
専
門
店
▽

Tori-ne

／
花
を
使
っ
た
も

の
づ
く
り
▽LEM

U
RIA

／

紅
茶
▽Rem

ind&
Essence 

Lotus

／
フ
ラ
ワ
ー
エ
ッ
セ

ン
ス
▽independence

／
ネ

イ
ル
サ
ロ
ン
▽
ぬ
の
や
／
布

物
販
売
▽Am

ane

／
ア
イ
シ

ン
グ
ク
ッ
キ
ー
▽
雑
貨
屋
か

の
ん
／
雑
貨
▽
ひ
つ
じ
製
菓

／
焼
菓
子

19
日
㈰
▽
0
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

研
究
所
／
珈
琲
▽TO

TO

N
OI

／
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
▽LE

M
U

RIA
／
紅
茶
▽Rem

ind
&

Essence Lotus

／
フ
ラ
ワ

ー
エ
ッ
セ
ン
ス
▽independe

nce

／
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
▽
ぬ

の
や
／
布
物
販
売
▽Am

ane

／
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
▽

雑
貨
屋
か
の
ん
／
雑
貨
▽
ひ

つ
じ
製
菓
／
焼
菓
子

　
詳
し
く
は
、mam

eH
Achi

(

☎︎
44
―
１
４
２
８)

へ
。

　
米
子
公
共
職
業
安
定
所

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子)

は「
求

人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
の
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
求
人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
は
、

求
人
サ
ー
ビ
ス
を
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
受
け
ら
れ
る
事
業
者

向
け
専
用
ペ
ー
ジ
で
す
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
後
、
パ
ス
ワ
ー

ド
を
設
定
す
る
だ
け
で
簡
単

に
開
設
で
き
ま
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
▽
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
行
か
な
く
て
も
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
い
つ

で
も
求
人
申
込
が
で
き
る
▽

過
去
に
出
し
て
い
た
求
人
の

デ
ー
タ
を
活
用(

転
用)

し

て
求
人
申
込
が
で
き
る
▽
求

人
内
容
の
変
更
や
募
集
停
止

が
ネ
ッ
ト
か
ら
で
き
る
▽
自

社
の
Ｐ
Ｒ
し
た
い
情
報
や
画

像
情
報
の
登
録
・
公
開
が
で

き
る
―
な
ど
で
す
。

　
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス 

（https://w
w

w.hellow
ork.

m
hlw

.go.jp)

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

安
定
所
求
人
・
企
画
部
門

(

☎︎
33
―
３
９
１
１
、
内
線

73
・
74
番)

ま
で
。

採用活動の円滑化に力

求人者マイページの活用を
ー ハローワーク米子 ー

健
全
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
、
地

域
全
体
で
の
見
守
り
活
動
も

大
切
で
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
や
心
配
ご

と
は
各
警
察
署
、
ま
た
は
少

年
相
談
窓
口(

県
西
部
地
域

の
場
合
は
、
西
部
少
年
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
☎︎
31
―
１

５
７
４)

へ
。
ま
た
、
ヤ
ン

グ
メ
ー
ル(youngm

ail@
pref.tottori.lg.jp)

で
も
対

応
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎︎
44
―
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
非
行
や
犯
罪
被
害

春
の
進
級・進
学
時
期
は
注
意
を

境港警察署

ネパール訪問の報告会
八田・mameHAchiカメラ＆

スタジオ

３月18日・19日開催
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株式
会社 や　ま　さ　き

選べるたのしさ.  オフィスの通販
会員募集中！

■境港店  境港市浜ノ町147番地　　 TEL：0859－42－2206
■米子店  米子市両三柳2371－5　　  TEL：0859－33－2646
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
境
港
青
年
会
議
所
は
２
月

11
日
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

竹
内
団
地)

で
「
２
０
２
３

年
度
２
月
Ｏ
Ｂ
合
同
例
会
・

懇
親
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
３
年
ぶ
り
に
、
会

場
に
Ｏ
Ｂ
会
の
諸

先
輩
を
迎
え
て
の

開
催
と
な
り
、
参

加
者
は
Ｏ
Ｂ
会
員

38
人
、
現
役
会
員

18
人
の
総
勢
56
人

で
し
た
。

　
戦
略
総
務
委
員

会
の
松
本
崇
委
員

長
が
主
と
な
り
、

委
員
会
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、
現

役
会
員
で
設
営
し
、

Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
を
お

出
迎
え
し
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
、
当

青
年
会
議
所
・
岡

空
聡
理
事
長
が
今

期
の
意
気
込
み
を

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
伝

え
、
同
日
行
わ
れ

た
Ｏ
Ｂ
総
会
で
就

OB会員と共にことしの活躍を誓う境港青年会議所メンバー

任
し
た
森
岡
敏
夫
Ｏ
Ｂ
会
長

の
あ
い
さ
つ
は
、
現
役
会
員

に
熱
い
思
い
を
伝
え
る
激
励

の
言
葉
で
し
た
。

　
例
会
終
了
後
に
懇
親
会
を

行
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分

Ｏ
Ｂ
合
同
例
会 

先
輩
諸
氏
と
親
交
深
め
る

森
岡
Ｏ
Ｂ
会
長
が
熱
い
思
い
伝
え
る

　
当
委
員
会
は
、
次
の
三
つ

の
重
点
目
標
▽
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
強
化
に
よ
る
境
港
青
年

会
議
所
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
強
化

▽
縮
退
社
会
に
負
け
な
い
み

事業活動PR

持続可能なまちづくりへ
木村美樹雄ビジョナリーシティ

委員会委員長

ん
な
で
つ
く
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
▽
境
港
市
の
強

み
を
活
か
し
た
独
自
性
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
―
を
基
に
１

年
間
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
活
動
を
始
め
る

前
に
ま
ず
行
っ
た
の
は
、
市

内
で
既
に
活
動
す
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
さ
ん
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
し
た
。

　
20
を
超
え
る
団
体
の
皆
さ

ん
と
の
対
話
の
中
で
把
握
し

事業活動PR

楽しさの輪広げる運動を
森脇静香拡大・ActiveCitizen

創出委員会委員長

▶事業活動PR◀
　
当
委
員
会
の
主
な
活
動
は
、

会
員
拡
大
と
人
財
育
成
で
す
。

今
年
度
は
、
重
点
目
標
を
三

つ
掲
げ
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
「
楽
し
さ
が
伝

わ
る
ひ
と
づ
く
り
の
輪
」
で

す
。
境
港
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
に
、
市
民
や
企
業
、
行

政
な
ど
、
多
く
の
皆
様
と
共

に
、
関
わ
る
全
て
の
人
が
楽

し
く
な
る
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
広
げ
よ
う
同

志
の
輪
」
で
す
。
当
青
年
会

議
所
は
、
会
員
が
年
々
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。「
シ
ッ

ク
ス
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
創
立
60

周
年
を
会
員
40
人
で
迎
え
ら

れ
よ
う
会
員
拡
大
を
行
い
ま

行
っ
た
上
で
、
現
役
会
員
と

Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
の
交
流
の
時
間

を
設
け
、
よ
り
一
層
の
団
結

力
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

と
交
流
す
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
こ
の
３
年
間
に
会
員
と

な
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
半
数
以

上
を
占
め
て
い
る
今
年
度
の

当
青
年
会
議
所
に
と
っ
て
、

た
当
市
の
課
題
を
委
員
会
メ

ン
バ
ー
で
共
有
し
、
通
底
す

る
共
通
の
課
題
を
見
つ
け
、

そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
、
そ
し
て
当
市
の

強
み
を
勘
案
し
て
事
業
構
築

を
行
い
ま
す
。

　
縮
退
し
て
い
く
社
会
を
悲

観
的
に
捉
え
、
な
い
も
の
ね

だ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

す
。

　
三
つ
目
は
「『
境
港
ら
し

さ
』
に
根
差
し
た
会
員
育
成

の
輪
」
で
す
。
当
青
年
会
議

所
は
、
入
会
歴
の
浅
い
メ
ン

バ
ー
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
当

青
年
会
議
所
の
歩
み
を
知
り
、

「
感
恩
報
謝
」
の
精
神
で
今

後
の
Ｊ
Ｃ
運
動
に
活
か
せ
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
自
分
た
ち
か
ら
楽
し
さ
の

輪
を
広
げ
る
運
動
を
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

若
い
層
へ
の
認
知
度
高
め
る

戦
略
総
務
委
員
会
委
員
長  

松
本 

崇

事業活動PR
　
当
委
員
会
は
今
年
度
、
三

つ
の
重
点
目
標
▽
ル
ー
ル
を

明
確
に
し
た
広
報
活
動
で
境

港
青
年
会
議
所
を
効
果
的
に

宣
伝
す
る
▽
広
報
活
動
の
基

礎
や
手
法
を
習
得
し
、
全
会

員
に
伝
え
る
▽
地
域
と
若
者

を
結
ぶ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る

―
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
青
年
会
議

所
で
は
、
先
輩
た
ち
が
市
民

や
地
域
の
た
め
に
素
晴
ら
し

い
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

周
知
・
広
報
が
遅
く
な
り
、

参
加
者
が
中
々
集
ま
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ル
ー
ル
を
明
確

に
し
て
当
青
年
会
議
所
の
活

動
を
宣
伝
・
広
報
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

た
広
報
活
動
も
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

最
新
の
広
報
の
基
礎
や
手
法

を
習
得
し
て
全
会
員
で
共
有

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
青
年
会
議
所
は
年
配
の

皆
さ
ん
や
、
会
社
や
店
舗
を

経
営
し
て
い
る
人
に
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

若
年
層
、
特
に
学
生
や
20
歳

か
ら
30
歳
代
の
市
民
に
は
何

を
し
て
い
る
団
体
な
の
か
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い

よ
う
で
す
。

　
若
い
世
代
は
、
境
港
の
未

来
を
創
っ
て
い
く
人
材
と
な

る
人
た
ち
な
の
で
、
彼
ら
に

知
っ
て
も
ら
え
る
青
年
会
議

所
を
目
指
し
ま
す
。

今
の
メ
ン
バ
ー
を
知
っ
て
も

ら
い
、
Ｏ
Ｂ
会
と
現
役
の
思

い
を
共
有
で
き
る
貴
重
な
時

間
で
し
た
。

　
団
結
力
の
深
ま
っ
た
境
港

青
年
会
議
所
は
、
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
運
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。ただいま会員募集中

　境港青年会議所は、地域の課題解
決に向けた活動を共に行う会員を募
集しています。
【会員資格】
●年齢が20歳以上で38歳未満の人
●境港市および近郊に在住、または
勤務している人

●境港青年会議所の趣旨に賛同し
ていただける人
　ご興味のある人は、当青年会議所
事務局(☎44－２７００)へ。また、公
式ホームページ(「境港青年会議所」
で検索)をご覧ください｡
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“澤井珈琲”のオリジナル
ドリップバッグを専用自動販売機で販売中！

インターネットショップの各賞を総ナメにする大人気「澤
井珈琲」のオリジナルドリップバッグが米子鬼太郎空港で
ご購入いただけます！「ゲゲゲの鬼太郎」や「名探偵コナ
ン」などとコラボした山陰オリジナル商品を取り揃えていま
すので、お土産・ご進物にいかがでしょうか♪
　～販売商品～
　★ゲゲゲのどりっぷばっぐこーひー
　　淡味：650円（5袋入り）
　★名探偵コナンドリップ
　　コーヒーモカブレンド
　　：650円（5袋入り）など

●場 所 ： 米子鬼太郎空港　２階

●販売時間 ： 8：00-20：00

好評
販売中!!

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

3
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
園
地

 

～
ア
ニ
マ
ル
ワ
ー
ル
ド
～

　
み
ん
な
大
好
き
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
遊
園
地
が
帰
っ
て
き
ま

し
た
！
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
動

物
オ
ブ
ジ
ェ
を
は
じ
め
、
ラ

イ
オ
ン
す
べ
り
台
や
巨
大
迷

路
、
遊
具
も
あ
り
、
見
て
、

遊
ん
で
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
迫
力
満
点
の
動
物

世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
18
日
㈯
～
５
月

７
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
時
間
＝
午

後
４
時
30
分)

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル料
金
　
３
歳
以
上
＝
３
０
０

円

 

夢
み
な
と

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
、
お

楽
し
み
！

日
時
　
３
月
４
日
㈯
・
５
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー

ル(

入
場
無
料)

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、

詳
し
く
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

(

☎︎
47
―
３
８
０
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈲
赤
石
商
店(

花
町)

の
『
日

本
海 

甘
え
び
せ
ん
べ
い
』
の

甘
え
び
に
含
ま
れ
る
栄
養
の

健
康
効
果
は
何
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
①

の
「
免
疫
力
ア
ッ
プ
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
高
井

知
子(

夕
日
ヶ
丘)

▽
川
尻
三

和
子(
新
屋
町)

▽
渡
部
る
い 正解と当選者

　
中
華
航
空(

台
湾)

は
、
３

月
28
日
か
ら
４
月
９
日
に
か

け
て
、
米
子
鬼
太
郎
空
港

(

佐
斐
神
町)

と
台
湾
北
部
・

桃
園
市
を
結
ぶ
４
往
復
の
チ

ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
さ
せ
ま

す
。
延
べ
５
０
０
人
以
上
が

搭
乗
す
る
と
の
こ
と
。
同
空

港
の
国
際
線
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

な
ど
で
全
て
休
止
し
て
以
来
、

子(

米
子
市
皆
生
新
田)

▽
根

平
仁
史(

東
本
町)

▽
徳
島
豊

子(

上
道
町)

賞
品
　
日
本
海 

甘
え
び
せ
ん

べ
い(

24
枚
入
り)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
赤
石
商
店

(

花
町)

初
の
発
着
で
す
。
ま
た
、
エ

ア
ソ
ウ
ル(

韓
国)

も
米
子

―
ソ
ウ
ル
線
の
チ
ャ
ー
タ
ー

便
運
航
を
予
定
。
久
々
に
た

く
さ
ん
の
外
国
人
が
訪
問
す

る
の
で
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

ペ
ン
を
置
い
て

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　遠藤商店（上道町）

３月８日㈬(当日消印有効)

遠藤商店の「地元鮮魚の干物」は天日と○○○
○にあてる、昔ながらの製法で作っています。
それは次のどれでしょう。（ヒントは３ページ）

① 自由な風
② 自然の風
③ 向かい風

賞品 「地元鮮魚の干物セット」　５名様
　　　　　　　　　(内容は写真と違う場合があります)

8

【事業所のあらまし】

代 表 者 	渡辺浩二(わたなべ・こうじ)

所 在 地	 境港市上道町3256上道ビル6号

T E L	 0859-42-5357

営業時間　9：00～18：00

休	業	日	 日曜日、祝日

事業内容	 一級建築士事務所

商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…建設会社で営業、現場監督や建築士
として働きはじめてから20年が経過した頃、建築士と
して独立を考えるようになりました。その翌年となる
2013(平成25)年、母校の境高校近くで開業し、お陰様
で当設計室は、ことしの１月で11年目に入りました。
○おすすめポイントは？…当設計室は、全体の設計図が完
成した後、お客様(建築主)が、大工さんや左官さん、電
気工事業者などの専門工事業者と個別に直接工事契約を
結ぶ、「分離発注方式」による家づくりを最も得意として
います。この方式は、お客様にとって、作り手(施工者)
の顔とお金の流れがよく見える建築方式で、納得のいく
家づくりに最も相性がよい手法のひとつであると言われ
ています。家づくりのスタートから完成までの間、一貫
してサポートさせていただきますので、安心してお任せ
ください。
○お客様は？…山陰両県を中心に、住宅や店舗などの設計、
監理、工程調整と原価管理、耐震診断、官庁申請などを
行うのが主な業務です。そのほか、住宅かし保険、品質
検査の検査員や、建築系資格学校の講師(設計製図）の仕
事もしています。
○今後の事業展開（展望）？…近年は新築に加えて、リノベ
ーションと呼ばれる改修工事の計画に携わる機会が増え
てきました。手直しをすれば住み続けることができる住
宅が、実は想像以上に存在するということを改めて実感
しています。今後は、耐震や断熱改修についての提案を
より積極的に行っていきたいと考えています。
○一言PR！…建築に関するご相談や困りごとなどについ
て、お力添えができるかもしれません。気軽にお声掛け
いただければ幸いです。

事業内容を話す渡辺浩二代表

改修後のリビングダイニング

●光風●光風北 ●境港
　郵便局
●境港
　郵便局

●カメラの
　キタムラ
●カメラの
　キタムラ

み
な
と
テ
ラ
ス

渡辺浩二 設計室

ホームページ

渡辺浩二 設計室
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